
【取組内容】 アンケートフォームを活用した素早い意見集約（事例テーマ④）

鹿児島市立武中学校（鹿児島県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

＜DX以前＞
紙で生徒にアンケートを行い，回収して1つ1つ内容を確認しながら意見集約をしていた。

＜これまでのスタイル＞

＜アンケートフォームの活用＞

紙でアンケートに答えるのと変わらずタブレッ
ト端末を使って答えることができた。

紙のアンケートと違って，回収の時に他の人に
見られる心配がないので，自分の意見をより
自由に書くことができた。

左にあるようなアンケート用紙を配布し，生徒に記入
してもらって，回収し，１枚１枚書いてあることを確認し，
その後，意見集約を行っていた。

家に帰ってから気づいた事でも追加でアン
ケートに答えることができた。

生徒の声
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＜取組後＞
アンケートの回収や意見集約がこれまでより素早くできるようになり，それに伴い，アン
ケート結果からの生徒へのフィードバックが早くできるようになったため，アンケートへの
意見がより具体的になり，さまざまな意見が寄せられるなど良い効果があった。
今後さらに生成AIを活用したアンケートの分析を行うことにより，さらに素早く効果的に
アンケート結果のフィードバックを行うことができることが考えられる。

＜アンケートの回収・意見集約＞ 生徒がアンケートフォームに答
えた直後に意見を確認できる
ので，アンケートの分析が従来
より早く行うことができ，生徒へ
のフィードバックがすぐにできる。

分析に
生成AIを活用

生成AIを活用すること
でさらに素早くフィード
バックすることが可能
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